
▲熱心に神
か

楽
ぐら

の演技に見入る子どもたち
11月6日�、西在田地区で第20回ふるさと散歩が行われ、下万願寺町にある気象庁地震計設置場所や神楽の見学が行われました。

今月の主な内容
●市職員の給与等を公表…4 ●I Love my town カナダ村…8 ●タウントピックス…9 ●タウンインフォメーション…12

�

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

特集 加西市議会定例会開催（2・3ページ）
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加
西
市
議
会
定
例
会
開
催

│
│
四
期
目
を
迎
え
た
藤
岡
市
長
が
所
信
表
明
│
│

特特特特　　　　集集集集
加西市議会
定例会開催

第
一
七
八
回
定
例
市
議
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述

べ
、
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

過
般
の
任
期
満
了
に
伴
う
加
西

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
議

員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
に
よ

り
、
四
た
び
加
西
市
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と

よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
培
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
経

験
を
活
か
し
、
与
え
ら
れ
た
こ
れ

か
ら
の
四
年
間
、
市
民
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
一
層
の
決
意

で
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

藤
岡
市
長
所
信
表
明

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
十
二

年
と
い
う
歳
月
を
経
ま
し
た
が
、

絶
え
ず
市
民
の
「
和
」
を
重
ん
じ

つ
つ
、
市
民
本
位
の
行
政
を
基
本

に
、
職
員
と
共
に
「
見
て
歩
く
行

政
・
聞
い
て
歩
く
行
政
」
を
推
し

進
め
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
標

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

幸
い
、
市
議
会
を
初
め
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
蔭

で
、
過
去
四
年
の
間
　
健
康
福
祉

会
館
の
建
設
を
初
め
消
防
新
庁
舎
、

市
立
加
西
養
護
学
校
、
西
在
田
幼

稚
園
な
ど
の
新
築
、
賀
茂
会
館
の

竣
工
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
活
か
す
加
西
市
地
域
防
災
計
画

策
定
、
加
西
南
産
業
団
地
造
成
、

ア
ク
ア
ス
か
さ
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
完
遂
又
は
目
標
達
成
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は

感
謝
の
ほ
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

国
内
外
を
問
わ
ず
景
気
低
迷
の

中
、
十
年
来
の
懸
案
事
項
で
あ
り

ま
す
市
街
地
再
開
発
事
業
、
二
〇

〇
六
年
完
成
目
標
の
下
水
道
事
業
、

ま
た
文
化
公
園
事
業
、
学
校
の
増

改
築
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
経
常
経
費
を
極
力
抑
え
、

財
政
面
の
効
率
的
な
運
用
を
図
り
、

知
恵
を
出
し
な
が
ら
二
十
一
世
紀

の
加
西
市
の
都
市
基
盤
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
四
月
「
第
四

次
総
合
計
画
」
策
定
に
む
け
、
出

来
る
か
ぎ
り
多
く
の
市
民
か
ら
意

見
を
結
集
し
て
、
新
た
な
十
ヵ
年

計
画
を
策
定
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
ハ

イ
セ
ン
ス
な
花
と
緑
の
田
園
文
化

都
市
実
現
に
向
け
た
加
西
の
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
当
面
の
施
策
と
し
て
、
先

づ
は
財
政
基
盤
の
安
定
と
人
口
の

取
組
み
が
あ
り
ま
す
。
産
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
、
広
域
基
幹
道
路

の
整
備
と
市
街
地
再
開
発
を
含
め

た
社
会
基
盤
の
安
定
と
農
業
及
び

既
存
企
業
の
活
性
化
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
を
初
め
と
す
る
企
業
の
誘
致
、

下
水
道
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備

所信表明を行う市長

第
一
七
八
回
加
西
市
議
会
定
例
会
が
、
今
月
3
日
（金）
か
ら
17
日
（金）
ま
で

の
15
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
冒
頭
で
去
る
10
月
に
無
投
票
当
選
し
た

藤
岡
重
弘
市
長
が
今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

助
役
に
松
本
義
文
氏
を
再
任
、
収
入
役
に
は
松
尾
修
氏
（
前
東
播
磨
県

民
局
社
分
室
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第178回
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考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

過
去
に
お
い
て
、
種
を
ま
き
、

芽
を
だ
し
て
参
り
ま
し
た
も
の
も

含
め
て
、
更
に
双
葉
な
り
小
枝
を

付
け
、
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
育

て
、
二
十
一
世
紀
へ
の
風
格
あ
る

ふ
る
さ
と
創
造
の
た
め
に
、
職
員

一
丸
と
な
り
渾
身
の
努
力
を
重
ね

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
選
良
で
あ
る

議
員
各
位
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
な
く
し
て
は
到
底
成
し
え
ま

せ
ん
。
私
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
、

御
叱
声
い
た
だ
き
、
加
西
市
の
発

展
の
た
め
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ

施
政
へ
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

北
田
重
信
収
入
役
は
、
昭
和
29

年
に
加
西
郡
多
加
野
村
役
場
に
奉

職
、
泉
町
を
経
て
加
西
市
制
後
、

福
祉
事
務
所
長
、
生
活
部
長
、
企

画
室
長
な
ど
を
歴
任
、
昭
和
62
年

12
月
に
加
西
市
収
入
役
に
就
任
、

３
期
12
年
間
、
市
の
出
納
統
括
者

と
し
て
職
責
を
全
う
し
、
任
期
満

了
に
伴
い
12
月
５
日
に
退
任
し
ま

し
た
。

12
月
３
日
（金）
に
開
か
れ
た
市
議

会
で
、
松
本
義
文
助
役
の
再
任
と
、

松
尾
修
前
東
播
磨
県
民
局
参
事
兼

社
分
室
長
の
収
入
役
へ
の
就
任
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
助
役
は
加
西
病
院
事
務
局

長
を
経
て
昭
和
62
年
に
助
役
に
就

任
、
今
回
が
４
期
目
に
な
り
ま
す
。

松
尾
収
入
役
は
昭
和
42
年
に
兵
庫

県
に
奉
職
、
自
治
研
修
所
課
長
、

総
務
部
税
務
課
副
課
長
を
歴
任
し

て
い
ま
す
。

と
住
宅
確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
二
つ
目
は
、
生
涯
教
育
に

対
処
し
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活
へ
の

取
組
み
で
あ
り
ま
す
。
増
加
す
る

余
暇
時
間
の
中
で
市
民
交
流
を
図

り
、
多
種
多
様
な
文
化
、
芸
術
活

動
に
よ
っ
て
、
う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
、
楽
し
さ
の
実
感
で
き
る
都

市
づ
く
り
の
た
め
に
、
総
合
運
動

公
園
や
文
化
公
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
施
設
な
ど
学
習
施
設
の
拡
充
と

健
康
福
祉
会
館
を
中
心
と
し
た
市

民
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
三
つ
め
は
、
次
代
を
担
う

人
材
の
育
成
で
あ
り
ま
す
。
国
際

化
、
情
報
科
学
化
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
を
機
に
、
さ
ら
に
Ｏ
Ａ
化
、

情
報
化
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り

を
積
極
的
に
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
と
り
わ
け
向
う
十
年
位
の
う

ち
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
米
国
型
生

活
様
式
は
急
速
に
進
む
も
の
と
予

想
さ
れ
、
情
報
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
世
界
を
か
け
め
ぐ
る
時
代
に
あ

っ
て
、
時
勢
に
対
応
で
き
る
よ
う

職
員
の
み
な
ら
ず
市
民
の
皆
様
に

も
目
を
開
い
て
い
た
だ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
並
行
し
て
民
間
企
業
の

合
理
化
同
様
、
加
西
市
も
行
革
の

一
環
と
し
て
組
織
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
、
企
業
感
覚
で
市
政
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

●
農
業
集
落
排
水
事
業
横
田
地

区
・
倉
谷
千
ノ
沢
地
区
処
理
施

設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

予
算
関
係
　
11
件

●
平
成
11
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
11
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

●
加
西
市
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

事
件
決
議
　
5
件

●
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
概
要

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
北

条
上
池
）

●
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う

字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
（
鶉
野
地
区
中
野
工

区
・
笹
倉
地
区
）

人
事
案
件
２
件
、
条
例
関
係
５

件
、
事
件
決
議
５
件
、
予
算
関
係

11
件
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
関
係
　
5
件

●
加
西
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
制
定
な
ど

二
十
三
議
案
を
審
議
中

主
な
議
案

退任のあいさつを行う北田収入役

任任任任
期期期期
をををを
満満満満
了了了了
しししし

北
田
収
入
役
退
任

助
役
に
松
本
義
文
氏
を
再
任

収
入
役
に
松
尾
修
氏
を
選
任

助　役
松本　義文氏

収入役
松尾　　修氏



特殊勤務手当
(10年度)

職員全体に占
める手当支給
職員の割合

支給対象職員
１人当り平均
支給年額

手当の種類
(手当数)

代表的な手当の名称 ���������������������支給額の多い
手 当

多くの職員に
支給されてい
る手当

47.0 ％ 86,729 円 24 清掃作業手当

夜間勤務手当

消 防 手 当

技 術 手 当

清掃作業手当

夜間勤務手当

消 防 手 当

技 術 手 当
時間外勤務手当

年度 支給総額 職員１人当り
支給年額 � 人件費の状況 (普通会計決算)

10 164,507 千円 442 千円
区分 住民基本

台帳人口 歳出額� 実質収支 人件費� 人件費率
(Ｂ／Ａ)

９年度の
人件費率９ 196,517 千円 503 千円

※ 調整手当・特殊勤務手当・時間外勤務手当は普通会計による｡
10年度

人
51,858

千円
22,355,277

千円
148,386

千円
4,350,624

％
19.5

％
20.7

区 分 内 容 (平成11年４月１日現在) 国の制度
との異同

国の制度と異なる
内 容 ※ 人件費には特別職､ 市議なども含みます｡ 普通会計とは､ 一般会計に､ 有線

放送特別などの一部の会計を加えたもので､ 水道・病院などの企業会計は除い
ています｡

扶養手当

配偶者 16,000円､ 無配偶者 １人目 11,000円
扶養親族の内２人まで各 5,500円
その他扶養親族各 2,000円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末ま
での子１人につき 5,000 円を加算

同 � 給与費の状況 (普通会計予算)

区分 職員数� 給 与 費 (千円) １人当り
の給与額
(B/A)(千円)給 料 職員手当 期末勤勉手当 計 �

住居手当

月額家賃 23,000円以下 (家賃－12,000円)
〃 23,000円以上

(11,000＋
(家賃－23,000)

２
) で 27,000円を

限度
自宅居住者 3,000円 (新築５年間は1,500円加算)

同

異

自宅居住者 1,000円
(新築５年間は

1,500円加算)

11年度 467 1,952,847 490,659 981,028 3,424,534 7,333

※ 職員手当には退職手当を含みません｡ 給与費は当初予算に計上された額です｡� 平均給料月額､ 及び平均年齢の状況 (平成11年４月１日現在)

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

通勤手当

交通機関等の利用者 45,000円まで全額

45,000円以上 (45,000＋
(運賃－45,000)

２
)

で 50,000円を限度
自動車等の利用者 ２㎞未満 2,300円
２～６㎞未満 5,500円 ６～10㎞未満 6,700円
10～15㎞未満 7,600円 15～20㎞未満 9,500円
20㎞～40㎞未満 ５㎞毎に2,400円を加えた額
40㎞以上 21,100円

異

自動車等の利用者
５㎞未満 2,000円
５～10㎞未満 4,100円
10～15㎞未満 6,500円
15～40㎞未満 ５㎞毎に
2,400円を加えた額
40㎞以上 20,900円

平均給料
月額 (円)

平均年齢
(歳)

平均給料
月額 (円)

平均年齢
(歳)

加 西 市 358,030 42.6 320,745 43.1
国 322,033 39.7 286,958 47.8

※ 一般行政職とは､ 税務職､ 消防職､ 企業職､ 教育職､ 医療職及び技能労務職
以外のものです｡� 初任給の状況 (平成11年４月１日現在)

区 分
加 西 市 国� 特別職の報酬等の状況 (平成11年４月１日現在) 初 任 給 採用２年後 初 任 給 採用２年後

区 分 給 料 月 額 等
一般行政職

大学卒 174,200 円 188,500 円 174,200 円 188,500 円
給 料 市 長 910,000 円 助 役 728,000 円 収入役 653,000 円 高校卒 146,300 円 157,500 円 141,700 円 151,600 円

報 酬 議 長 450,000 円 副議長 380,000 円 議 員 350,000 円 � 経験年数別､ 学歴別平均給料月額の状況 (平成11年４月１日現在)

区 分 経験
年数 平均給料 経験

年数 平均給料 経験
年数 平均給料期末手当

支給割合

市 長・助 役・収入役 議 長・副議長・議員
６月期 2.2 月分 ３月期 0.55 月分
12月期 2.5 月分 計 5.25 月分

６月期 2.2 月分 ３月期 0.55 月分
12月期 2.5 月分 計 5.25 月分 一般行政職

大学卒 10 281,700 15 336,600 20 381,400
高校卒 10 15 250,400 20

※ 上記の給料及び報酬から､ 市長10%､ 助役・収入役７%､ 議員５%の減額｡
※ 平成11年12月期より､ 期末手当支給月数を0.3月分減じ､ 年間4.95月分となる予定です｡ 技能労務職 高校卒 10 15 255,100 20 304,900

※ 経験年数とは､ 採用後の勤務年数に前歴を換算して加算したものです｡� 部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年４月１日現在) � 一般行政職の級別職員数の状況 (平成11年４月１日現在)区 分 職 員 数 (人)
増減数 主 な 増 減 理 由 区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計部 門 平成10年 平成11年

標準的な
職務内容

事務員

技術員

事務
吏員
技術
吏員

事務
吏員
技術
吏員

主任
係長

主査

課長
補佐
室長
補佐

課長

参事

部長

室長
一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

６
６６
２１
９０
７６
３４
４
３４

６
６５
２０
９１
７５
３２
４
３２

△１
△１
１
△１
△２

△２

事務の見直し等
事務の統合
介護保険認定事務の開始等
退職による欠員
事務の統合

事務の統合

職 員 数 3人 25人 42人 78人 65人 37人 44人 10人 304人
構 成 比 1.0％ 8.2％ 13.8％ 25.6％ 21.4％ 12.2％ 14.5％ 3.3％ 100％� 昇給期間短縮の状況小 計 ３３１ ３２５ △６

区 分
10 年 度 ９ 年 度政

部
門

特
別
行

教 育
消 防

８０
６７

７６
６６

△４
△１

退職による欠員等
退職による欠員､ 民間委託 職員数� 昇給期間を短縮

した職員数 � �比率－� 職員数� 昇給期間を短縮
した職員数 � �比率－�小 計 １４７ １４２ △５

一般行政職 317 人 29 人 9.1 ％ 320 人 28 人 8.8 ％

会
計
部
門

公
営
企
業
等

病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

３０８
２１
１９
１１

３０６
２１
１８
１０

△２

△１
△１

事務の民間委託

事務の統合
事務の統合

技能労務職 112 人 12 人 10.7 ％ 113 人 15 人 13.3 ％� 職員手当の状況
区 分 加 西 市 国小 計 ３５９ ３５５ △４

期末手当
勤勉手当

(11年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.6 月分 0.6 月分
12 月 期 1.9 月分 0.6 月分
３ 月 期 0.55月分
計 4.05月分 1.2 月分

職制上の段階､ 職務の 有級等による加算措置

(11年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.6 月分 0.6 月分
12 月 期 1.9 月分 0.6 月分
３ 月 期 0.55月分
計 4.05月分 1.2 月分

職制上の段階､ 職務の 有級等による加算措置

合 計 ８３７ ８２２ △15
(注) 職員数は､ 一般職に属する職員数であり､ 地方公務員の身分を保有する休職者､
派遣職員などを含み､ 臨時又は非常勤職員を除いています｡� 定員適正化計画の年次別進捗状況 (実績) の内訳 (一般行政部門)

区 分 計画
前年 ７年 ８年 ９年 10年 11年 ７年～

11年計
手 法 (事由)
概 要

議会 増減数
職員数

－
6 6 6 6 6 6 －

退職手当

(支給率) 自己都合 勧奨定年
勤続20年 21.0 月分 28.875 月分
勤続25年 33.75 月分 44.55 月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
その他の加算措置 定年前早期退職
退職時特別昇給 勧奨退職者１号

(支給率) 自己都合 勧奨定年
勤続20年 21.0 月分 28.875 月分
勤続25年 33.75 月分 44.55 月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
その他の加算 定年前早期退職
特別措置 (２％～20％加算)
退職時特別昇給 １号俸

総務 増減数
職員数

－
69

△ 1
68 68

2
70

△ 4
66

△ 1
65

△ 4
－
業務の委託による減
欠員不補充による減

税務 増減数
職員数

－
23

△ 1
22

△ 1
21 21 21

△ 1
20

△ 3
－
収納部門の移管によ
る減

農林
水産

増減数
職員数

－
42

△ 4
38

1
39 39

△ 5
34

△ 2
32

△10
－ 事務の統合による減

※ 10年度に退職した全職種に係る職員１人当りの平均支給額は､ 自己都合の場
合 17,721 千円､ 定年・勧奨の場合 28,322 千円です｡
※ 本市は兵庫県市町村職員退職手当組合に加入していますので､ 支給率は本組
合の支給率です｡
※ 平成11年12月期より､ 期末手当支給月数を0.3月分減じ､ 年間4.95月分となる
予定です

商工 増減数
職員数

－
4 4 4 4 4 4 －

土木 増減数
職員数

－
35

△ 3
32 32 32

2
34

△ 2
32

△ 3
－ 事務の統合による減

民生 増減数
職員数

－
83

△ 1
82 82

2
84

6
90

1
91

8
－

介護保険事業対応､ 福祉
会館建設等による増

衛生 増減数
職員数

－
85

△ 4
81

1
82 82

△ 6
76

△ 1
75

△10
－ 機構改革による減 調整手当

(平成11年
４月１日現在)

支給対象
地 域

支給率
支給対象
職 員 数

国の制度
支給対象職員１人
当り平均支給年額
(10年度決算)

合計 増減計
職員計

－
347

△14
333

1
334

4
338

△ 7
331

△ 6
325

△22
－ 市内全域 ６ ％ 469 人 無支給 249,775 円
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�
加
西
市
の
高
齢
者
人
口
の
現
状

と
推
移

�
要
援
護
者
数
の
現
状
と
予
測

要
援
護
者
と
は
、
要
介
護
認
定

で
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
と
認
定

さ
れ
る
方
を
い
い
ま
す
。
加
西
市

で
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
約
12
〜

13
％
程
度
と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
国
や
県
の
平
均
よ
り
も

低
く
、
他
市
町
に
比
べ
、
ね
た
き

り
や
痴
呆
の
方
が
少
な
い
半
面
、

健
康
な
方
が
比
較
的
多
い
と
い
う

の
が
加
西
市
の
特
徴
で
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
目
標
量

加
西
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
目
標
量
を
、
現
在
の
在
宅
及
び

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
が
急
激
に
伸
び
た
と
し

て
も
、
加
西
市
で
は
十
分
に
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
体
制

整
備
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
の
積
算
の
基
礎
に

な
る
介
護
報
酬
が
決
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
現
在
、
国
か
ら
は
仮
報
酬

単
価
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正

式
に
は
来
年
の
１
月
頃
に
決
定
す

る
予
定
で
す
。

従
っ
て
、
加
西
市
の
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
３
月
議

会
で
議
決
を
経
て
決
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
、
現
時
点
で
仮
単
価

を
使
用
し
て
試
算
し
た
場
合
、
65

歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保

険
料
基
準
額
は
、
約
２，
７
０
０
円

〜
２，
８
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

加
西
市
で
は
、
平
成
12
年
4
月
か
ら
始
ま
る
介

護
保
険
制
度
の
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
、
推
進
を
図
る

た
め
、介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
平
成
16
年
度

ま
で
の
各
年
次
ご
と
に
、
介
護
保
険
で
需
要
が
あ

る
と
予
測
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
量
等
を
掲
げ

る
計
画
で
す
。

昨
年
に
実
施
し
ま
し
た
要
援
護
高
齢
者
等
の
実

態
調
査
結
果
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
利
用

意
向
に
基
づ
き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
訪

問
看
護
等
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を

算
出
し
ま
し
た
。

問
合
先

福
祉
部
高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
も
増
加
す

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

主
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

保
険
制
度
の
も
と
、
平
均
す
る
と

現
在
の
約
２
〜
３
倍
の
利
用
が
あ

在宅サービスの年間延利用回数等の見込み

短期入所療養介護（日） 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400
短期入所生活介護（日） 9,300 10,200 11,000 11,800 12,600
通所リハビリテーション（回） 4,300 4,800 5,400 6,000 6,600
通所介護 （回） 23,600 26,400 29,700 33,100 36,500
訪問看護 （回） 8,500 10,400 12,400 14,300 16,000
訪問入浴介護 （回） 700 850 970 1,040 1,070
訪問介護 （回） 30,700 37,700 44,100 50,100 55,400
要援護高齢者数（人） 1,340 1,400 1,420 1,440 1,460

年　度
サービス名 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

保険料額

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

◯特別養護老人ホーム…常に介護
が必要で在宅生活が困難なねた
きりや痴呆性の高齢者が入所す
る施設
◯老人保健施設…病状が安定し、
入院治療を要しないが、リハビ
リ、看護、介護が必要なねたき
り高齢者等が入所する施設
◯療養型病床群…長期にわたり療
養が必要な高齢者等が入院する
施設



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０

年
問
題
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
さ

い
10
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
、
政
府
が

発
表
し
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦

２
０
０
０
年
問
題
に
関
す
る
年
末

年
始
に
向
け
た
準
備
に
つ
い
て
」

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
対

応
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

の
停
止
等
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
万

一
の
場
合
に
備
え
て
、
こ
の
機
会

に
我
が
家
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０

年
問
題
に
関
す
る
年
末
年
始
に
向

け
た
準
備

①
２
・
３
日
分
の
保
存
の
き
く
食

料
・
飲
料
水
を
備
え
、
ラ
ジ
オ
、

乾
電
池
な
ど
も
準
備

②
預
貯
金
は
記
帳
を
済
ま
せ
、
年

末
年
始
の
領
収
書
は
保
管

③
在
宅
で
医
療
機
器
を
使
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
主
治
医
に
相
談

④
家
電
製
品
の
一
部
に
は
不
具
合

を
生
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、

メ
ー
カ
ー
に
確
認

⑤
海
外
旅
行
は
旅
行
先
の
最
新
情

報
を
問
い
合
わ
せ
た
上
、
家
族

や
関
係
者
に
詳
細
な
日
程
を
連

絡
⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作
動
を
口

実
に
し
た
悪
質
商
法
・
詐
欺
的

行
為
に
は
十
分
注
意

詳
し
く
は
、
加
西
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.kantei.go.jp

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
加
西
市
に
お
い
て
は
、

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０
年

問
題
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
２

０
０
０
年
問
題
に
起
因
す
る
何
ら

か
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
、

そ
の
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
危
機
管
理
計
画
を
策

定
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
立
加
西
病
院
、
水

道
事
業
所
な
ど
市
の
シ
ス
テ
ム
は

対
応
を
完
了
し
、
年
末
年
始
に
は

監
視
体
制
を
強
化
し
て
対
応
に
あ

た
る
予
定
で
す
。

★★★★
加
西
市
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2

0
0
0
年
問
題
対
策
本
部
事
務
局

（
電
話
42
│
１
１
１
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hyogo.com

/kasai/

★★★★
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0

年
問
題
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
兵
庫
県

対
策
本
部
事
務
局
）

（
電
話
０
７
８
│
３
６
２
│
３
０
４
７
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
eb.pref.hyogo.jp/y2k/in

dex.htm
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11
月
28
日
（日）
、
健
康
福
祉
会
館

で
「
第
６
回
外
国
人
に
よ
る
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
３
カ
国
８
名
の
外
国
人

の
方
々
が
、
日
本
に
来
て
か
ら
の

生
活
を
振
り
返
り
様
々
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
加
え
な
が
ら
熱
弁
を
振
る

わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
徐じ
ょ

亦い

猛も
ん

さ
ん

（
中
国
）
が
、「
壁
」
と
題
し
、
日

本
だ
け
で
は
な
く
世
界
中
に
横
た

わ
る
様
々
な
「
壁
」
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
５
名
の
方
が
出
場

さ
れ
、
チ
ャ
ン
タ
ボ
ン
・
ラ
ム
パ

イ
さ
ん
（
ラ
オ
ス
）
は
、
永
住
権

を
持
つ
難
民
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

父
母
と
と
も
に
母
国
に
帰
る
か
自

分
の
夢
を
追
う
か
で
揺
れ
動
く
心

を
表
し
、
と
う

家か

毅き

さ
ん
（
中
国
）

は
経
済
大
国
日
本
に
な
ぜ
介
護
保

険
が
必
要
な
の
か
と
い
う
疑
問
を

投
げ
か
け
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
交
流
会

で
は
、
ス
ピ
ー
チ
を
聴
い
て
の
疑

問
や
興
味
か
ら
来
聴
者
が
出
場
者

を
囲
ん
で
質
問
攻
め
に
し
た
り
、

ま
っ
た
く
違
う
話
題
で
盛
り
上
が

っ
た
り
と
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
緊
張

感
と
は
一
味
違
う
和
や
か
な
雰
囲

気
で
終
了
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★★★★
最
優
秀
賞

徐じ
ょ

亦い

猛も
ん

さ
ん

（
中
国
・
聖
和
大
学
）

★★★★
優
秀
賞

チ
ャ
ン
タ
ボ
ン
・
ラ
ム
パ
イ
さ
ん

（
ラ
オ
ス
・
（株）
森
川
製
作
所
）

★★★★
敢
闘
賞

金き
む

成
駿

せ
い
じ
ゅ
ん
さ
ん

（
韓
国
・
流
通
科
学
大
学
）

★★★★
努
力
賞

李り

涛と
う

さ
ん
（
中
国
・
（株）
千
石
）

優秀賞に輝いたチャンタボン・ラムパイさん

外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

※一部通信機器等で、2000年になってすぐの確
認は他の障害を引き起こす恐れがあるのでご
注意ください。

テレビ・ビデオ・オーディオ類、電
話器・ファックス、パソコン・ワー
プロ、携帯電話・電子手帳、デジタ
ル時計、ボイラー・湯沸器、電子レ
ンジ・冷蔵庫、その他デジタル時計
内蔵機器
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市
史
編
集
室
は
、『
一
日
も
早
く

「
加
西
市
史
」
の
発
刊
を
』
と
歴
史

資
料
の
調
査
収
集
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
計
画
で
は
平
成
13

年
度
に
「
自
然
編
」
を
、
続
い
て

「
文
化
財
編
」「
民
族
編
」
刊
行
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

市
制
30
周
年
記
念
の「
加
西
市
史
」

編
さ
ん
事
業
は
、
平
成
八
年
に
「
加

西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
」が
発
足
し
、

大
学
教
授
・
院
生
ら
五
十
人
の
委
員

で
考
古
、
古
代
史
、
中
世
史
、
近
世

史
、
近
現
代
史
、
文
化
財
、
自
然
、

民
俗
の
八
部
会
を
編
成
し
て
調
査
、

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
史
編
集
室
は
、
こ
の
先
生
方
に

加
西
の
歴
史
を
詳
し
く
正
確
に
把
握

し
て
も
ら
お
う
と
、
職
員
が
あ
ら
ゆ

る
資
料
を
集
め
た
り
難
し
い
古
文
書

解
読
を
勉
強
し
て
資
料
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。
区
長
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
さ
ん
の
ご
協
力
で
こ
れ
ま
で
に
各

地
区
所
有
の
古
文
書
や
旧
家
の
文
書

類
は
ほ
と
ん
ど
収
集
し
、
歴
史
資
料

と
し
て
分
類
、
整
理
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
に
は
江
戸
時

代
末
期
の
記
録
が
多
く
、
中
世
史
や

近
現
代
史
の
資
料
が
少
な
い
こ
と
か

ら
改
め
て
資
料
集
め
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
と
く
に
加
西
市
は

町
村
合
併
で
旧
村
や
旧
町
の
行
政
資

料
が
廃
棄
さ
れ
、
昔
の
地
域
社
会
の

し
く
み
や
生
活
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
中
行
事
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
大
き
な

祭
り
や
特
殊
な
行
事
で
な
け
れ
ば
新

聞
に
も
出
ず
、
そ
の
地
域
だ
け
に
し

か
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
二
十
三

ニ
ジ
ュ
ウ
ソ
ウ

や
お
講
、
節

季
の
習
慣
な
ど
そ
の
地
域
だ
け
で
守

ら
れ
て
い
る
行
事
、
家
で
は
古
す
ぎ
て

見
向
き
も
し
な
か
っ
た
書
類
が
あ
れ

ば
市
史
編
集
室
（
電
話
43
│
０
１
６

１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
史
編
集
室
だ
よ
り
は
、
今
回
で

終
了
し
ま
す
。
平
成
12
年
よ
り
こ
の

研
究
成
果
を
別
紙
で
発
表
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

民俗部会の聞き取り調査
＝北条町小谷、圓井さん方＝

「
市
史
」
は
13
年
度
に
発
刊
へ

│
初
刊
は
自
然
編
続
い
て
文
化
財
編
、
民
俗
編
を
│

『
受
け
て
良
か
っ
た
』
こ
れ
が
私

の
本
当
の
気
持
ち
で
す
。

自
分
の
小
さ
な
力
が
、
尊
い
命

を
救
う
大
き
な
力
に
成
り
得
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

い
つ
、
自
分
の
身
に
ふ
り
か
か

っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
万
が
一
」
の
時
、
あ
わ
て
な
い

た
め
に
是
非
参
加
し
て
み
て
下
さ

い
さ
い
。
同
じ
気
持
ち
に
な
れ
る

と
思
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

救
命
講
習
会
を
受
講
し
て

鎮
岩
町

西
谷
　
典
子
さ
ん

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

十
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

百
五
十
六
名
〕

（
一
般
受
講
者

六
名
）

▽
横
田
克
己
（
西
横
田
町
）
▽
後

藤
亮
（
東
横
田
町
）
▽
西
谷
典
子

（
鎮
岩
町
）
▽
梅
野
ま
り
子
（
西
剣

坂
町
）
▽
蓬
莱
淳
子
（
野
条
町
）

▽
中
村
泰
仁
（
牛
居
町
）

（
中
学
校
教
員

一
名
）

（
加
西
市
消
防
団
員

百
五
十
名
）

〔
再
講
習
受
講
者

五
十
六
名
〕

（
加
西
市
消
防
団
員

五
十
六
名
）

応急手当の基礎実技 異物の除去

成人に対する異物除去 小
児
・
乳
児
に
対
す
る
異
物
除
去

ハイムリック変法 背
はい

部
ぶ

叩
そく

打
だ

法
ほう

片手で握りこぶしを作
り胸骨に当てもう一方
の手で握り上内方に向
かって圧迫するように
押し上げる

手の平で肩甲骨
の間を強く4回
たたく

手
の
平
で
肩
甲
骨
の
間
を
強
く
4
回

た
た
く

※
小
児
に
つ
い
て
は
成
人
背
部
叩
打

法
参
照

背
部
叩
打
法

消消消消防防防防署署署署かかかかららららののののおおおお知知知知ららららせせせせ



ら
え
な
く
て
嫌
な
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
自
信
を
も
っ
て
カ
ナ
ダ
村
と

言
え
る
く
ら
い
馴な

染じ

み
、
誇
り
に
し

て
い
ま
す
。
何
事
も
す
べ
て
一
か
ら
で

す
が
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
目
を
迎
え
る

カ
ナ
ダ
村
で
は
、
今
、
住
民
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
で
、
公
民
館
が
建
設

さ
れ
つつ
あ
り
ま
す
。

春
に
は
花
を
つ
け
、
秋
に
は
紅
葉
こ
う
よ
う

す
る
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
花
み
ず
き
が

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
し
っ
か
り
と
当

地
に
根
づ
き
、
加
西
市
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
息
吹
が
た
だ
よ
う
雰
囲

気
の
あ
る
街
の
印
象
を
強
く
受
け
ま

し
た
。

8

北
条
東
小
学
校
、
幼
稚
園
、
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
く
、
地
球
儀
時

計
展
望
台
の
あ
る
丸
山
総
合
公
園
の

懐
に
抱
か
れ
、
賑
や
か
な
県
道
三
木

山
崎
線
か
ら
一
歩
入
る
と
、
閑
静
な

住
宅
街
が
建
ち
並
ぶ
カ
ナ
ダ
村
自
治

会
、
区
長
高
橋
勉
さ
ん
宅
を
伺
い
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
村
は
、
か
つ
て
桜
並
木

の
三
洋
電
機
の
社
宅
が
あ
っ
た
場
所

に
カ
ナ
ダ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
を
輸
入

し
て
サ
ン
ヨ
ー
エ
ス
テ
ー
ト
�
が
平
成

８
年
に
開
発
分
譲
し
た
北
米
風
の
住

宅
街
で
す
。
各
住
宅
に
は
花
み
ず
き

が
植
栽
さ
れ
、
芝
生
の
庭
や
駐
車
場

が
ゆ
っ
た
り
と
っ
て
あ
り
、
ど
の
家
に

も
塀
が
な
く
オ
ー
プ
ン
で
ど
こ
か
異
国

情
緒
あ
ふ
れ
る
粋
な
街
で
す
。

３
年
前
の
施
工
当
時
は
、
カ
ナ
ダ

の
ト
ロ
ン
ト
か
ら
大
工
さ
ん
が
18
人
来

日
さ
れ
、
新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
法
で
気
密
性
、
断
熱
性
に

優
れ
、
地
震
に
も
強
い
北
米
・
カ
ナ

ダ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
、
オ
ー
ル
電
化

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
97
年
春
入
居

募
集
さ
れ
る
や
、
１
年
足
ら
ず
で
完

売
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。
玄
関

ホ
ー
ル
は
広
め
に
、
１
階
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
、
２
階
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に

し
た
住
み
心
地
よ
い
住
宅
で
す
。

小
学
生
は
現
在
12
名
、
５
〜
６
年

後
に
は
30
人
に
も
ふ
く
れ
あ
が
る
活

気
あ
る
若
い
街
で
す
。
区
長
の
高
橋

さ
ん
は
、「
こ
の
街
は
、
30
、
40
代
の

働
き
盛
り
の
会
社
員
、
自
営
の
方
な

ど
若
い
世
代
の
方
が
多
く
て
、
私
で

２
代
目
の
区
長
で
す
。
47
才
で
町
の

長
老
で
す
よ
。」
と
に
こ
や
か
に
話
さ

れ
ま
し
た
。「
ま
た
春
に
は
公
園
で
花

見
、
カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
楽

し
み
、
し
き
た
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
し
い
感
覚
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
大

切
に
し
、
路
上
駐
車
も
な
く
、
ゴ
ミ

も
落
ち
て
い
な
い
マ
ナ
ー
の
素
晴
ら
し

い
町
で
す
。
１
０
０
m
程
の
間
に
49

戸
の
住
宅
が
あ
り
、
回
覧
も
５
分
も

す
れ
ば
、
配
れ
る
く
ら
い
身
近
で
、

何
を
す
る
に
し
て
も
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
住
民
の
方
は
非
常
に
協
力
的

で
す
。
土
・
日
や
祝
祭
日
に
は
散
歩

に
も
良
い
場
所
で
、
環
境
も
抜
群
、

子
供
を
連
れ
て
の
家
族
サ
ー
ビ
ス
も

行
き
届
き
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
奥

さ
ん
方
が
元
気
な
ま
ち
で
す
ね
。」
と

笑
い
な
が
ら
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
年
１
回
の
消
防
訓
練
、
住
民
総

出
の
清
掃
作
業
、
市
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
も
自
治
会

発
足
後
す
ぐ
に
参

加
し
、
自
治
会
と

し
て
も
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
励
み
、
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
、
平

等
感
覚
で
和
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

当
初
カ
ナ
ダ
村
と

い
う
名
は
、
違
和

感
が
あ
り
、
町
の

領
収
書
を
書
い
て

も
ら
う
時
に
も
、

す
ぐ
に
書
い
て
も

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

カナダ村自治会区長の
高橋　勉さん

北米風の建物が並ぶ閑静な住宅街

まちの数字 46世帯　152人
（男68人・女84人）

花
み
ず
き
と
ソ
ー
ラ
ー
の
あ
る

北
米
風
の
快
適
な
ま
ち

丸山公園での花見でハイポーズ

11
余
年
の
長
き
に
渡
り
ご
愛
読
い
た
だ
い
た

I
L
ov
e
m
y
tow
n

は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
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去
る
11
月
７
日
（日）
、
ジ
ャ
ス
コ

加
西
店
で
、
第
20
回
古
本
市
を
開

催
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
古
本
は
２
０
４
件
、

２
１，
０
４
４
冊
。
本
の
整
理
や
値

段
つ
け
な
ど
を
、
の
べ
１
４
０
人

第第第第
22220000
回回回回

古古古古
本本本本
市市市市

11月22日（日）、健康福祉会館にて、
結婚50周年をお迎えのご夫婦58組の
お祝いのつどいを開催しました。代
表５名の方が結婚生活を振り返り、
これからの人生への思いについてス
ピーチをされ、なごやかで暖かい雰
囲気のつどいとなりました。

市では、特産のぶどうを使った白ワイン
「根日女の舞」を12月１日より市内の酒店
で販売中。今年は2000年を記念しクリス
マスイヴに赤ワインも発売。１本720mlが
1,325円、特別化粧箱２本入2,860円（共
に税込・限定各5,000本）
問合先 商工振興課（電話42-８７４０）

’99加西ワイン「根日女の舞」発売
─イヴには赤ワインも! ─

11月４日（木）県公館において、播磨
三洋工業�（黒目詔策社長）が、障害
者雇用の確保と自立、並びに社会への
啓発活動による地域社会貢献が評価さ
れ、企業としては初めて県社会賞を受
賞しました。

播磨三洋工業（株）が県社会賞を受賞

金婚夫婦をお祝い

わ
た
し
の
夢

富
田
小
学
校
五
年

脇
坂
由
美
恵
さ
ん

私
は
、
小
さ
い
時
か
ら
、

ま
ん
が
家
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
自
分
の
生
活
と

反
対
の
自
分
を
想
像
し
て
お

話
を
作
っ
た
り
、
妖
精
の
出

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
た
り

し
て
み
た
い
と
思
う
か
ら
で

す
。私

が
よ
く
読
む
リ
ボ
ン
や

ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
雑
誌
に
ス

テ
キ
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る

か
ら
、
私
は
と
っ
て
も
あ
こ

が
れ
て
い
ま
す
。

全国から17,606編の応募があった第
37回中学生作文コンクールで、父の
死と当時の思いを綴った「父からの
メッセージ」が文部大臣奨励賞に次
ぐ全国中学校長賞に輝いた吉田早織
さん（加西中２年）に、「さわやか市
民賞」が贈られました。

さわやか市民賞に吉田さん（加西中）

の
方
々
が
手
伝
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
古
本
市
前
日
、
当
日

の
準
備
や
販
売
、
か
た
づ
け
を
延

べ
72
人
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

こ
の
古
本
市
の
売
上
げ
は
、
83

万
３，
２
４
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
16
万
円
を
、
ト
ル
コ
・
台

湾
災
害
見
舞
金
と
し
て
寄
付
し
、

残
り
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活

動
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

古
本
市
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

夫婦の歴史をかみしめるかの
ような花束の贈呈

ミス加西松下明日香さんもPR
に一役

現在34人の身体障害者が健常
者とともに働いています。

お
み
く
じ
を
結
ん
だ
樹
々
が
風
に
ゆ
れ
て
い
る

雷
雲
　
衛
兵
の
鴉
が
嘴
を
伸
ば
す

赤
い
日
蝕
そ
の
只
中
で
俺
の
血
が
燃
え
る

も
う
一
つ
の
路
線

ト
ン
ボ
複
眼
み
が
い
て
い
る

ご
ま
か
す
の
に
疲
れ

沈
黙
の
夜

過
去
が
多
す
ぎ
て
フ
ロ
ッ
ピ
ー
初
期
に
戻
す

見
張
っ
て
い
な
け
れ
ば
秒
針
が
夜
を
戻
し
て
い
る

分
光
器
も
出
せ
な
い

希
望
と
言
う
名
の
光

岡
　
夕
花

北
村
栄
一

山
本
二
昭

辻
　
美
沙

藤
本
　
肇

荻
野
　
享

い
し
だ
實

井
塚
理
人
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同和教育
シリーズ

今日、我が国社会は諸外国との人的及び物
的交流が飛躍的に拡大し、わが国に在留する
外国人が急激に増え、言語・宗教・習慣等の違
いから、外国人をめぐって様々な人権問題が
発生しています。
例えば、外国人にはアパートやマンションに

入居させないという差別的取扱いや、公衆浴
場では入浴マナーが悪いとして入浴を拒否し
たり、外国人についてあらぬうわさが広まった

りといった問題が生じています。
そこで、人権擁護機関では、言語・宗教・習

慣等の違いを越え、外国人の持つ文化や多様
性を受け入れ、尊重し、外国人に対する偏見
や誤解をなくすべく年間を通じて全国的に啓
発活動を行っています。
◯笑ってごらん 楽しくなるよ 笑顔は幸せの　
パスポート 富田小ＰＴＡ　山口　滋子さん

◯安易に言った言葉から 傷つく人の気持ちを考えよう
賀茂小ＰＴＡ　小谷　典子さん

◯差別なんて言葉　まだあるの？
賀茂小ＰＴＡ　後藤　次朗さん

◯“ありがとう”たった１秒の言葉が心をなごませる
下里小ＰＴＡ　佐伯　　晃さん

共生社会の実現に向けて

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　　　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校

谷
口
町
の
見
晴
ら
し
の
よ
い
山

頂
に
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代

初
頭
（
約
八
百
年
前
）
の
石
組
み

経
塚
三
基
と
土
器
を
直
接
埋
め
た

経
塚
一
基
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

経
塚
と
は
書
写
し
た
教
典
を
土

中
に
埋
納
し
た
遺
跡
で
す
。
当
時
、

武
士
の
台
頭
、
公
家
勢
力
の
後
退
、

戦
乱
な
ど
大
き
な
社
会
不
安
が
あ

る
中
、
仏
教
の
末
法
思
想
に
影
響

さ
れ
、
仏
の
教
え
が
滅
び
る
こ
と

を
心
配
し
た
人
々
が
教
典
を
伝
え

残
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
経
塚

は
当
時
の
人
々
が
未
来
に
願
い
を

託
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
も
い

え
ま
す
。

江
ノ
上
経
塚
の
経
容
器
（
銅
製

経
筒
や
土
器
）、
経
巻
、
副
納
品

（
銅
鏡
、
太
刀
、
陶
磁
器
な
ど
）
は

貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
県
指
定
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
江

ノ
上
経
塚
二
基
は
、
加
西
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
横
に
移
設
し
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

80

江ご
う

ノ
上う
え

経
塚

き
ょ
う
づ
か
…
谷
口
町

未
来
に
願
い
を
託
す
中
世
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
発
見
!

県
指
定
文
化
財
の
経
塚
資
料

江ノ上1号経塚全景

位置図

新新新新
しししし
いいいい
教教教教
育育育育
をををを
求求求求
めめめめ
てててて
（
総
合
的
な
学
習
）

加
西
市
立
泉
小
学
校

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
平
成
14
年
度
か
ら
総
合
的
な
学

習
の
時
間
が
新
設
さ
れ
、
次
の
注
意
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
地
域
や
学
校
、
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
学
習
を
工
夫
す
る
。

②
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
考
え
、
判
断
し
て
、
解
決
す
る
力
を
養
う
。

③
こ
の
時
間
の
名
前
は
各
学
校
で
決
め
る
。

④
体
験
的
・
問
題
解
決
的
な
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。

こ
の
方
針
の
も
と
に
本
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
研
究
主
題
「
生
き
る
喜
び
あ
ふ
れ
る
子
の
育
成
」

サ
ブ
テ
ー
マ

―
ふ
る
さ
と
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
―

②
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
名
前
「
い
ず
み
タ
イ
ム
」

③
名
前
の
由
来

ふ
る
さ
と
に
ふ
れ
、
見
つ
め
直

し
、
ふ
る
さ
と
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
子
ど
も
の
思
い
が
い
ず
み

（
わ
き
水
）
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
出
す

こ
と
を
願
い
名
付
け
ま
し
た
。

④
各
学
年
の
取
り
組
み

１
年

い
の
ち
を
感
じ
る
も
の
に

ふ
れ
る

２
年

町
探
検
を
通
し
て
地
域
を
知
る

３
年

昆
虫
を
中
心
に
校
区
の
自
然
と
加
西
の
自
然
を
探
る

４
年

暮
ら
し
を
支
え
る
水
、
水
を
探
る

５
年

ケ
ナ
フ
を
育
て
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

６
年

歴
史
上
の
人
物
の
生
き
様
か
ら
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
る

ふ
る
さ
と
と
は
自
然
・
ひ
と
・
も
の
の
全
て
を
指
し
て
い
ま
す
。
学
習
を

進
め
る
中
で
、
校
区
の
大
勢
の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
自
体
が
大
切
な
ふ
れ
合

い
の
一
つ
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
子
ど
も
達
は
、
人
の
優
し

さ
に
ふ
れ
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
、
周
囲
の
期
待
を

感
じ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
子
ど
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
生

き
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

北条東小学校もホームページ開設　http://www.hyogo-edu.yashiro.hyogo.jp/̃hojohigashi-es/
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い
ま
す
。
診
断
的
価
値
は
、
他
の
ど
の
画

像
診
断
よ
り
高
く
、
病
変
や
損
傷
の
有
無

だ
け
で
な
く
、
そ
の
群
細
の
所
見
を
知
る

こ
と
が
で
ま
す
。
ま
た
、
膝
関
節
内
の
ほ

と
ん
ど
全
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

他
の
病
変
や
損
傷
の
有
無
、
滑
膜
の
状
況

を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
診
断
が
可

能
で
治
療
方
針
を
立
て
る
の
に
有
用
で
す
。

関
節
鏡
視
下
手
術
と
し
て
半
月
板
切
除
ま

た
は
縫
合
、
十
字
靭
帯
再
建
、
遊
離
体
や

異
物
の
摘
出
、
関
節
軟
骨
のsh

av
in
g

、

drilling
、
滑
膜
切
除
等
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
量
の
生
理
食
塩
水
を
使

用
し
て
関
節
内
に
注
入
す
る
の
で
パ
ン
ピ

ン
グ
及
び
洗
浄
効
果
に
よ
り
、
関
節
鏡
を

行
う
だ
け
で
関
節
症
状
が
軽
減
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

手
術
療
法
は
、
か
な
り
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
大
き
い
切
開
で
直
視
下
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
が
、
小
さ
な
創
で
可
能
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
内
視
鏡
の
発

達
は
、
外
科
手
術
の
進
歩
と
言
え
ま
す
。

整
形
外
科
領
域
で
は
関
節
鏡
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。
約
１
cm
の
切
開
を
２
ま
た
は
３

ヶ
所
で
、
関
節
内
の
観
察
、
処
置
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
術
後
の
創
の
痛
み
は
少

な
く
、
手
術
成
績
は
よ
く
、
美
容
面
に
も

優
れ
、
患
者
さ
ん
に
は
非
常
に
好
都
合
で

す
。一

般
的
に
、
膝
関
節
に
お
い
て
半
月
板

損
傷
、
十
字
靭
帯
損
傷
、
関
節
遊
離
体
、

離
断
性
骨
軟
骨
炎
、
突
発
性
骨
壊
死
、
骨

軟
骨
骨
折
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
滑
膜

炎
等
に
適
応
が
あ
り
、
広
く
行
な
わ
れ
て

市立加西病院

整形外科医長

箱木　知也

関
　
節
　
鏡

││
最
小
侵
襲
手
術
││

歯の手入れの中で自分でできる
ことは①毎日の正しいブラッシング
と②自分の歯に関心を持つことで
す。また専門家にまかせることに
は①治療（歯石をとる）②定期検
診があります。これらの役割を認
識し、自分の歯は自分で守るよう
にしましょう。

（加西市歯科衛生士会）

自分の歯は自分で守ろう

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈材　料〉（4人分）塩分1.8g
大根の皮＝１本分、ニンジン＝1／3本、豚肉細
切れ＝60g、一味唐辛子・白ごま＝少々、サラダ
油＝小さじ1･1／2、ごま油＝小さじ１
（調味料）だし汁＝カップ1／4、しょうゆ＝小さじ２、
砂糖＝小さじ２、酒・酢＝各大さじ１

〈作り方〉
①大根を４cmの長さに切って皮をむき、千切りにす
る。ニンジンも同じくらいの千切り

②フライパンにサラダ油を熱し、豚肉を炒め取り出
す。大根の皮とニンジンを炒め調味料を入れ、汁
気がなくなるまで煮る。
③仕上げに豚肉とごま油を混ぜ、火を止める。

市役所の１階あったか相談窓口に介護保険の
申請にこられました。嫁いでおられる娘さんが介
護されているお嫁さんに頼まれて代理でこられた
のです。
今までサービスを全然利用せずに、２年間介

護してこられたようです。お嫁さんは、一人頑張
ってこられたため最近くたびれがでたのか、体調
を崩し介護ができにくくなっているとのこと。しかし、
外に出ている娘や息子たちは気にはなっても世話
はできない状態です。話し合った結果、これ以上
家族だけで介護していくのは無理だし、世話を受
ける側にとって家族以外の人と出会うのも良いこ
とかもしれないと思い、相談もかねて申請にこら
れたのです。
介護保険の申請はされましたが、介護保険制

度の開始は、12年４月１日でまだ先です。しかし、
たった今の介護をどうしていくかです。早速訪問
させていただき、本人さんや家族の意向を聞い
てサービスを提供していくことにしました。
介護が必要な人は遠慮なく相談してください。

また介護保険の申請がまだの場合、できるだけ
早く申請しましょう。申請手続きは、無料です。
下記のところで相談してください。
�あったか相談窓口（市役所１階高年福祉課）TEL42-8788
�加西の里（居宅介護支援センター）

（特別養護老人ホーム） TEL48-2552
�ケアハウス香楽園居宅介護支援事業所 TEL49-2900
�市立加西病院在宅介護支援センター TEL42-4130
�第二サルビア荘（特別養護老人ホーム）TEL45-1801

（在宅介護支援センター）TEL45-8922
�ナイトウメディックス株式会社
ミクチ薬局本店��8808・ミクチ薬局野上店TEL45-1699
�医療法人社団米田病院（療養型病床群） TEL48-3591
�ラヴィかさい在宅介護支援センター TEL42-6722
�有限会社ラパアウ大杉（大杉内科医院）TEL47-8191

介護保険申請はお早めに!

チ
、
変
形
性
関
節
症
に
効
果
が
あ
り
、
関

節
内
壊
死
物
質
、
白
血
球
、
リ
ウ
マ
チ
因

子
な
ど
が
徹
底
的
に
洗
い
流
さ
れ
、
関
節

内
の
有
害
物
質
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、

滑
膜
を
刺
激
し
、
そ
の
血
流
を
よ
く
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

膝
関
節
以
外
に
も
、
足
関
節
、
肩
関
節
、

肘
関
節
の
疾
患
で
も
可
能
で
、
当
院
に
お

い
て
は
、
関
節
の
形
状
か
ら
鏡
視
が
困
難

と
さ
れ
て
い
る
股
関
節
鏡
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
当
院
の
関
節
鏡
手
術
は
年
々
増
加

し
、
10
年
前
は
年
間
10
例
に
も
満
た
な
か

っ
た
の
が
、
最
近
で
は
年
間
１
０
０
例
に

も
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

関
節
鏡
視
下
手
術
は
、
応
用
、
発
展
し
、

増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈減塩ポイント〉
調味料に酢を入れることに

より、辛さをより感じ、一味唐
辛子とごま油でより減塩効果を
上げる。
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中学生の子どもの塾を申し込み、教材費共で１年分
前払いしたが、子どもとウマが合わずやめたいと申し出
たら、返金はできないと言われた。何とかならないか？
この度法律が改正され、エステ・外国語会話教室・

学習塾・家庭教師派遣の４業種の長期サービス契約につ
いて、一定の期間・金額以上であれば店舗に出向いて
契約した場合でもクーリングオフや中途解約ができるよ
うになりました。

サービスを受けるため必要な商品（この場合は教材）
を契約した場合は、この商品についても同様にクーリ
ングオフや中途解約ができます。ただし、学習塾では、
学校法人や専修学校は除かれます。
長期の契約をするときは、内容や金額等慎重に検

討しましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「中途解約を申し出たのに─」
Ｑ

Ａ

ハナサク

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店まで。
問合先 下水道部（電話42-8760・1）

期
　
日

平
成
12
年
１
月
16
日
（日）

小
雨
決
行
〔
雨
天
１
月
23
日
（日）
〕

９
時
開
始

場
　
所

加
西
球
場
周
辺
コ
ー
ス

参
加
資
格

加
西
市
内
に
居
住
、

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
も
の

①
一
般
の
部
（
１
部
〜
４
部
）

総
距
離
　
13
・
０
km

②
壮
年
の
部
（
８
部
）

総
距
離
　
11
・
５
km

③
女
子
中
・
高
校
生
の
部
（
９
部
・
10
部
）

総
距
離
　
11
・
５
km

④
女
子
一
般
の
部
（
11
部
）

総
距
離
　
８
・
５
km

参
加
費

16
歳
以
上
の
選
手
が
３

名
以
上
の
チ
ー
ム
　
２，
０
０
０
円

中
学
生
の
チ
ー
ム
　
１，
０
０
０
円

参
加
申
込

●
期
日

１
月
７
日
（金）
必
着

●
方
法

別
紙
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で

申
し
込
む
こ
と
。

●
宛
先

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
　

北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14

加
西
市

第
28
回

市
民
駅
伝
競
走
大
会

陸
上
競
技
協
会
　
植
田
正
吾
宛

（
電
話
42
│
３
２
５
３
）

問
合
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

※
雨
天
時
　
加
西
市
役
所

（
電
話
42
│
１
１
１
０
）

期
　
間

平
成
12
年
１
月
19
日
〜

３
月
22
日
　
毎
週
水
曜
日
全
10
回

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

募
集
人
員

60
名

対
　
象

年
齢
・
性
別
不
問
。
過

去
に
同
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
方
に
限
る

受
講
料

１，
０
０
０
円

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
み
で

受
付
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

明
記
）
平
成
12
年
１
月
８
日
消
印

分
ま
で

問
合
先

健
康
福
祉
会
館
管
理
係

（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

身
近
な
姫
路
市
や
神
戸
市
長
田

年
金
手
続
き
詐
欺
に

ご
用
心

楽
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

参
加
者
募
集

区
で
社
会
保
険
事
務
所
職
員
を
名

乗
る
者
が
、
年
金
の
手
続
き
が
必

要
と
言
い
、
そ
の
手
続
き
に
は
手

数
料
が
必
要
で
あ
る
と
「
う
そ
」

を
つ
き
、
現
金
を
だ
ま
し
と
る
事

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

疑
問
や
不
審
を
感
じ
た
ら
、
遠

慮
な
く
市
民
課
年
金
係
（
電
話
42
│

８
７
２
２
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

加
西
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
て
（
老
人
保
健
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て

い
る
人
の
う
ち
、
加
入
期
間
が
20

年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10

年
以
上
あ
る
人
は
退
職
者
医
療
制

度
（
本
人
負
担
２
割
）
で
医
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
該
当
者
に
文
書
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
の
方
は

お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
保
険
課
国
保
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

退
職
者
医
療
制
度
の

ご
案
内

納
期
内
完
納
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

�
新
型
車
両
試
乗
会
（
無
料
）

日
　
時

１
月
４
日
（火）

11
時
11

分
か
ら
15
時
11
分
迄
の
北
条
町
駅

発
車
の
各
列
車

１
月
５
日
（水）
・
６
日
（木）

10
時
11

分
か
ら
15
時
11
分
迄
の
北
条
町
駅

発
車
の
各
列
車

※
１
月
４
日
は
先
着
４
０
０
名
に

記
念
品
を
贈
呈

�
同
展
示
会

日
　
時

１
月
８
日
（土）
・
９
日
（日）

10
時
〜
15
時

場
　
所

北
条
町
駅
構
内
２
番
線

問
合
先

北
条
町
駅

（
電
話
42
│
０
０
３
６
）

北
条
鉄
道
が
新
型
車
両

導
入
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
開
催

│
平
成
11
年
度
│

固
定
資
産
税
第
3
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
4
期
分
の

納
期
限
は
12
月
27
日
（月）
で
す

11月30日（火）をもって台湾
大地震義援金の受付を終了し
ました。総額38,186円を県義
援金募集委員会へ送金いたし
ました。ひき続き、市役所で
歳末たすけあい募金行ってお
ります。

ご協力ありがとうございました



年
末
年
始
の
「
ご
み
」
と
「
し

尿
」
の
収
集
は
12
月
29
日
（水）
か
ら

１
月
３
日
（月）
ま
で
行
い
ま
せ
ん
。

★
ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、

「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」「
埋
立
て
ご
み
」「
粗
大
ご
み
」

に
分
別
し
て
、
年
末
は
混
雑
し
ま

す
の
で
で
き
る
だ
け
早
め
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
）

問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
電
話
46
│
０
６
０
２
）
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藤川　健くん（玉野町）
3カ月

■人権養護委員による人権相談所
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

神戸地方法務局社支局
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
１月６日（木）健康福祉会館
１月13日（木）農村環境改善センター・12月16日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
12月22日（水）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成11年10月生れの乳児 12月22日（水） 午後１時～２時
《平成11年11月生れの乳児 １月25日（火）》
■4カ月児健診…毎月第1水曜日
平成11年８月生れの乳児 １月５日（水） 午後１時～２時
《平成11年９月生れの乳児 ２月２日（水）》
■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日
平成10年７月生れの幼児 １月11日（火） 午後１時～２時
《平成10年８月生れの乳児 ２月８日（火）》
■3歳児健康診査…毎月第3火曜日
平成８年７月生れの幼児 １月18日（火） 午後１時～２時
《平成８年８月生れの乳児 ２月15日（火）》
■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日
希望者 １月12日（水） 午後１時～２時

《２月９日（水）》
■離乳食講習会…毎月第2水曜日
希望者 １月12日（水） 午後１時～２時

《２月９日（水）》
■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

１月20日（木） 午前９時～９時30分
《２月17日（木）》 講習は２時間程度

（上記、いずれも健康増進センターで行います。）
※印かん・筆記用具を持参ください。
★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。
★問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

12月19日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）
23日（木） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）
26日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）
31日（金） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）

1月 1日（土） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）
2日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）
3日（月） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）
9日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）
10日（月） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）
16日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）
23日（日） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書
〔おはなし会〕

1月8日（土）
（午後2時から30分程度）
〔休館日〕（12／15～1／15）
月曜日
12月21日（火）・23日（木）
12月28日（火）～1月4日（火）
1月11日（火）

この闇と光（服部まゆみ著）
不発弾（乃南アサ著）
藍色回廊殺人事件（内田康夫著）
島津奔る（池宮彰一郎著）
怒濤のごとく（白石一郎著）
曹操（陳　舜臣著）
ずんが島漂流記（椎名　誠著）
レクイエム（篠田節子著）
薬子の京（三枝和子著） ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

けん

野山の花木は伐らないようにしましょう

〈ママの一言〉
我が家のスーパーヒーロー

“健”強く、たくましく、伸
び伸びと大きくなあれ。

パパ・重　春さん
ママ・はるみさん

★
し
尿
収
集
・
問
合
先

衛
生
セ

ン
タ
ー
（
電
話
46
│
０
３
３
４
）

●
平
成
11
年
12
月
30
日
（木）

山
本
耳
鼻
咽
喉
科
・
西
脇
市
市
原
町

（
電
話
０
７
９
５
│
23
│
８
５
３
３
）

●
平
成
11
年
12
月
31
日
（金）

井
之
口
耳
鼻
咽
喉
科
・
三
木
市
緑
が
丘

町
本
町
（
電
話
０
７
９
４
│
85
│
８
７
３
３
）

●
平
成
12
年
1
月
1
日
（土）

加
西
市
立
加
西
病
院
・
加
西
市
北
条
町

横
尾
（
電
話
０
７
９
０
│
42
│
２
２
０
０
）

●
平
成
12
年
1
月
2
日
（日）

ミ
ウ
ラ
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
野
市
黒
川
町

（
電
話
０
７
９
４
│
64
│
２
３
６
６
）

●
平
成
12
年
1
月
3
日
（月）

伊
藤
耳
鼻
咽
喉
科
・
三
木
市
緑
が
丘
町

東
（
電
話
０
７
９
４
│
84
│
１
１
３
１
）

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

休
憩
時
間

正
午
〜
午
後
１
時

年
末
年
始
に
向
け
て
お
早
め
に

ご
み
の
持
ち
込
み
・
し
尿
収
集

月　日

種　類
３
日
（月）

２
日
（日）

１
月
１
日
（土）

31
日
（金）

30
日
（木）

12
月
29
日
（水）

収集カレンダー
による収集

ご み 収 集 ×
×
可
可
可
可

×
×
可
可
可
可

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

し 尿 収 集

燃やすごみ

燃やせないごみ

埋め立てごみ

粗 大 ご み

ごみの
持ち込み

年末年始のごみ・し尿収集計画　（×は休み）

東
播
磨
内
陸
地
域

耳
鼻
咽
喉
科
救
急
当
番

平
成
11
年
年
末
・
平
成
12
年
年
始
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市
で
は
平
成
12
年
４
月
採
用
の

市
消
防
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

〈
採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
〉

�（
消
防
　
１
名
）

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
又
は
平

成
12
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
者

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満

た
す
者

①
健
康
で
色
覚
・
聴
力
・
言
語
及

び
運
動
機
能
等
に
障
害
が
な
い
こ

と
。

②
両
眼
視
力
が
1.0
（
矯
正
視
力
含

む
）
以
上
。
た
だ
し
裸
眼
視
力
0.3

以
上
あ
る
こ
と
。

③
加
西
市
内
に
居
住
で
き
る
者
も

し
く
は
通
勤
可
能
な
者

〈
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

①
受
験
申
込
書
（
本
市
所
定
の
も
の
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
定

め
る
学
校
を
い
う
）
の
卒
業
、
又

平
成
12
年
度
採
用

加
西
市
消
防
職
員
募
集

は
卒
業
見
込
証
明
書

④
高
等
学
校
（
学
校
教
育
法
に
定

め
る
学
校
を
い
う
）
の
成
績
証
明
書

〈
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
〉

平
成
12
年
１
月
５
日
（水）
〜
平
成

12
年
１
月
11
日
（火）
（
土
曜
日
・
日

曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理
人

が
持
参
し
て
下
さ
い
。

・
筆
記
試
験
・
面
接
試
験

１
月
22
日
（土）

試
験
場
所

加
西
市
役
所

・
体
力
検
査

１
月
22
日
（土）

試
験
場
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

〈
募
集
要
項
配
布
、
受
験
申
込
み

及
び
問
い
合
わ
せ
先
〉

加
西
市
役
所
総
務
部
総
務
課
人

事
係
（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

日
　
時

１
月
17
日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
12
時

場
　
所

加
西
市
農
協
多
加
野
支
店

修
理
内
容

包
丁
・
ハ
サ
ミ
・
靴
・

洋
傘
・
そ
の
他

問
合
先

加
西
市
く
ら
し
と
生
活
を

守
る
会
（
環
境
課
電
話
42
│
８
７
３
１
）

│
物
の
命
を
大
切
に
│

再
生
修
理
会
の
お
知
ら
せ

「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
と
お
し
て

市
民
の
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

主
　
催

加
西
市
青
少
年
団
体
協

議
会

と
　
き

１
月
１
日
（
元
旦
）

午
前
６
時
か
ら

と
こ
ろ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
展
望
台

（
玉
野
町
）

集
合
場
所

加
西
球
場
東
側
　
駐

車
場

そ
の
他

※
も
ち
を
２
個
ず
つ
持

っ
て
来
て
下
さ
い
。

※
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
は
、
多
く
の

景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
と
し
ま
す
。

問
合
先

教
育
委
員
会

（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

加
西
市
公
園
墓
地
第
４
区
（
鴨

谷
町
）
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。
東

向
き
の
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

安
ら
ぎ
の
霊
域
で
、
１
区
画
は
全

て
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

永
代
使
用
料
（
１
区
画
）

加
西
市
公
園
墓
地

第
4
区
分
譲

新
春
の
つ
ど
い

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

年末の交通事故防止運動実施中
加西市内の交通事故の死亡者（5名）、事故件数（1462件）

とも昨年に比べ増加しています。
年末は、飲酒の機会も多く、飲酒運転等による重大事故が予

想されます。
飲酒運転による事故はあなたの人生を確実に狂わせます。

大きな悲劇を招く「飲酒運転」をみんなの手で追放しましょう。!!
期　間 12月1日（水）～12月31日（金）
重　点 ①飲酒運転の追放　　②高齢者の交通事故防止

③シートベルト着用の徹底とチャイルドシート着用の促進
④迷惑駐車の締め出し

●
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
本
籍
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
、
外
国
人
登
録

法
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
方

６
５
４，
０
０
０
円

●
上
記
以
外
の
方

９
８
１，
０
０
０
円

維
持
管
理
料

使
用
墓
園
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
年
額
７
５
０
円
で
、
10
年
分

を
前
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
年
分

３
７，
５
０
０
円

※
電
話
に
よ
る
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先

環
境
課

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

た
だ
い
ま
「
大
き
な
木
」
で
は

３
月
公
演
に
向
け
、
キ
ャ
ス
ト
･

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す
。
年
齢
、

性
別
、
演
劇
経
験
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
一
度
練
習
を
覗

き
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

練
習
日

毎
週
土
曜
日

午
後
６
時
〜
９
時
15
分

場
　
所

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
遊
戯
室

申
込
・
問
合
先

同
運
営
委
員
会

事
務
局
（
電
話
42
│
２
７
２
３
）

市
民
劇
団
「
大
き
な
木
」

劇
団
員
大
募
集

【事件事故 みんなを守る 110番】
110番は、事件・事故等があったときの緊急電話です。
殺人 強盗 ひったくり 交通事故などの事件・事故
は、あなたの素早い110番が解決のキーポイントです。

【応えます あなたの相談 ＃9110】
事件や事故以外の「困りごと 相談ごと」はプッシュ
回線の警察相談専用電話（局番なし）「＃9110」で
ゆっくり相談してください。

加西警察署

1月10日は「110番の日」



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

永戸　　章 48 雄　一 坂　本
前田　元次 85 實 田　原
菅野　光雄 83 康　博 桑原田
神澤　　薫 89 均 南網引
狩生　袈臣 72 節　子 上宮木
坂　龍太郎 43 まきゑ 上野田
古澤　一男 50 亮　輔 西　南
松本こなみ 90 良　一 中　山
舩岡　秋子 89 圭　子 第２サルビア荘
阪田はつゑ 85 溢 西剣坂
松岡まさ子 87 正　弘 下若井
高見　常治 82 忠　行 戸田井
谷　　重一 93 光　夫 東　長
内藤きみゑ 81 章 栗　田
小東よしゑ 79 清　治 福　居
平塚　貞夫 65 哲　子 谷　口
金澤　道夫 62 大　成 北
三宅　辰治 83 武　人 東笠原
前田美代子 72 健　一 東野田
阿部ふみゑ 90 辰　己 小　谷
王子加壽美 76 ふみ子 三　口
井上　　 85 照　　 田　町
國田　正雄 80 琢　道 上万願寺
松尾　花子 80 一　郎 河　内
後藤　成義 70 昇 鶉野上
中川美榮子 78 治 上野田
横田　文夫 63 英　樹 西横田
六萬　丈夫 46 千　早 東　南
中村　久子 68 一　夫 中　野
嵐　　義明 62 とき子 上野田
高田ふじ　 89 清 下道山
世良田　滋 75 五　男 下芥田
小谷　輝次 87 ひさゑ 中　野
吉田　房江 81 甫 網　引
西面かづゑ 94 武　幸 加西の里
中本かしゑ 88 英　文 東剣坂
坂みつ子 86 七　良 下若井
大寺あやの 88 勇　雄 西剣坂
水野よしの 85 柿本了 西笠原
大谷きぬゑ 86 喜代治 坂　元

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（11月30日受付分まで・敬称略）

費
　
用

約
25
万
円
（
た
だ
し
中

学
生
は
全
額
、
高
校
生
は
半
額
を

人
材
育
成
基
金
よ
り
支
給
）

募
集
期
限

平
成
12
年
１
月
25
日
（火）

選
考
方
法

作
文
・
面
接

申
込
方
法

中
学
生
は
学
校
で
一

括
し
て
申
込
、
高
校
生
は
個
人
で

申
込
・
問
合
先

加
西
市
都
市
親

善
友
好
協
会（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

都
市
再
開
発
法
に
基
づ
き
、
北

条
駅
周
辺
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
の
事
業
計
画
変
更
案

（
第
１
回
）
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

方
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

12
月
15
日
（水）
か
ら
12

月
28
日
（火）
ま
で
（
土
、
日
曜
日
は
除
く

事
業
計
画
変
更
案

の
縦
覧

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

縦
覧
場
所

都
市
建
設
部
開
発
整

備
課

意
見
書
提
出
期
間

12
月
15
日
（水）

か
ら
翌
年
１
月
11
日
（火）
ま
で

意
見
書
提
出
先

〒
６
５
０
│
８

５
６
７
　
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
５
丁
目
10
番
１
号
　
兵
庫
県
ま

ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

問
合
先

都
市
建
設
部
開
発
整
備

課
（
電
話
42
│
８
７
５
４
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
培
わ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民
の
助
け

合
い
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
″市

民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
街
″
を
目

指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
。

―
広
げ
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付
○パルナス製菓� 古角　松夫 100万円

（花の美術大賞展へ）

○東剣坂町 中本　英文 20万円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○山田町 内藤　節治 50万円

○東長町 谷　　光夫 2万円
○下道山町 増田　秀充 30万円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○田町 竹本　幸夫 1万5千円
○笹倉町 高橋　　清 4万円
○横尾 水田美智子 2万円
○�本陣従業員一同 1万1912円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円
○匿名 3万5千円
一般預託
○加西市更生保護婦人会 3万円
○南部公民館登録グループ
連絡協議会 4万6630円
○桂　喜丸「きまやんの会」 3万円
○カラオケ喫茶鳴門 1万9137円

日
　
時

平
成
12
年
１
月
16
日
（日）

午
前
９
時
30
分
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

講
演
・
グ
ル
ー
プ
討
議
等

問
合
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
電
話
43
│
８
１
３
３
）

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（��8701）までご連絡ください。

友
好
都
市
プ
ル
マ
ン
市
と
は
平

成
元
年
の
提
携
以
来
、
相
互
に
訪

問
団
の
派
遣
を
行
い
両
市
の
友
好

親
善
と
人
材
育
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

本
年
度
も
次
の
と
お
り
中
高
生

親
善
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

期
　
間

平
成
12
年
３
月
25
日
（土）

〜
４
月
３
日
（月）

応
募
資
格

市
内
の
中
学
校
に
通

学
す
る
中
学
校
２
・
３
年
生
及
び

市
内
に
在
住
も
し
く
は
通
学
す
る
高

校
生
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
長
期

の
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
方

募
集
人
数

中
学
生
＝
８
名
（
各

中
学
校
の
２
・
３
年
生
１
名
ず
つ
）

高
校
生
＝
６
名

友
好
都
市
米
国
プ
ル
マ
ン
市
へ
の

加
西
市
中
高
生
親
善
訪
問
団
員
募
集

広
報
か
さ
い
11
月
号
の
第
33
回

加
西
市
菊
花
盆
栽
展
受
賞
者
（
６

頁
）
に
一
部
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

☆
知
事
賞

ニ
レ
ケ
ヤ
キ

松
末
守
（
別
府
中
）

☆
市
長
賞

大
　
菊

森
本
博
昭
（
江
ノ
木
）

菊
盆
栽

前
川
和
市
（
下
宮
木
）

五
葉
松

松
原
正
治
（
八
千
代
町
）

真
　
柏

松
原
政
行
（
香
寺
町
）

☆
産
経
新
聞
社
賞

黒
　
松

青
山
幸
男
（
殿
原
）



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。
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H11.12.1現在（前月比）
人　口／ 52,506（－55） 世帯数／ 15,843（＋ 5）
男　／ 25,493（－38） 女　／ 27,013（－17）

70
赤く色付いたガマズ
ミの実

山
野
に
普
通
に
見
ら
れ
る
落

葉
低
木
で
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に

か
け
て
、
そ
の
実
が
赤
く
色
付

き
、
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
た

木
々
の
間
か
ら
可
愛
い
姿
を
覗

か
せ
ま
す
。

果
実
は
、５
mm
ほ
ど
の
卵
形
で
、

た
く
さ
ん
群
が
っ
て
枝
先
に
着

き
ま
す
。
熟
す
る
時
は
、
初
め

鮮
紅
色
、
や
が
て
暗
赤
色
に
な

り
、
２
〜
３
回
霜
に
あ
た
る
と

甘
さ
が
増
し
、
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
ま
す
。
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お

い
し
い
も
の
で
す
。
果
実
は
、

小
枝
に
つ
い
た
ま
ま
ホ
ワ
イ
ト

リ
カ
ー
に
つ
け
る
と
朱
色
の
美

酒
が
出
来
る
そ
う
で
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

12月19日（日）午前９時サン
テレビ「ふるさとステーション」
と12月29日（水）午前８時30分
毎日放送テレビ「はなまるマー
ケット」で加西市（五百羅漢、
古法華自然公園、フラワーセン
ター等）が紹介されます。

見てね!!


